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授 業 番 号 Z0092 科目種別 キャリア教育 単位数 2 特別申請科目

授 業 科 目 アントレプレナーシップ入門

担 当 教 員 野澤 博� 前期 木曜日 4時限

科目ナンバリング GAG�109�1：全学共通科目

授業方針・テーマ

習得できる知識･能力や
授業の目的･到達目標

授業計画・内容
授業方法

授業外学習

テキスト･参考書等

成績評価方法

質問受付方法
（オフィスアワー等）

特記事項
（他の授業科目との関連性）

アントレプレナーシップとは、「様々な困難や変化に対し、自ら枠を超えて行動し、新たな価値を生み出し
ていく精神や姿勢」のことを指します。アントレプレナーシップは「起業家精神」と訳されることが多いで
すが、スタートアップ企業だけでなく、既存の企業や行政組織など、あらゆる職業で求められる姿勢です。
この講義の目的の一つは、起業など別世界の出来事だと考えている皆さんに起業を身近に感じて頂き、キャ
リアの選択肢を広げてもらうことです。やりたいことが見つからない人、起業のアイデアが無い人の参加も
歓迎します。事前の知識は不要です。起業に興味のある人はもちろん、下記のような方など自分は起業とは
縁遠いと思っている方にもぜひ受講していただきたいと考えています。
・新製品の開発に興味のある人
・新規事業に携わることに興味のある人
・将来のキャリアに悩む人
何かを始めることで、きっとやりたいことも見つかるはずです。またアントレプレナーシップを学んでみて
「やっぱり違った」という場合も、自分の向き不向きを知るうえで重要なことです。この講義が皆さんのキャ
リアに新しい選択肢を提供できることを願っています。
━
この講義では「アントレプレナーシップ」という言葉の意味を、「自らのコントロール可能なリソースを超
えて機会を追求し、社会の課題を解決することで新たな価値を創造して、それを維持可能な形で提供し続け
ること」として、その実現に向けたマインドセットと基礎知識の理解・習得を目指します。講義で作成した
ビジネスプランは、後期に開催される予定のビジネスアイデアコンテスト「TMUEntreBloom 2025」に応
募したり、学外のビジネスアイデアコンテストへの応募を推奨します。
講義では主に起業について話しますが、学ぶ内容自体は大企業や公的機関、研究機関においても有用なもの
と考えています。
━
この講義では、「様々な困難や変化に対し、自ら枠を超えて行動し、新たな価値を生み出していく」という
アントレプレナーシップの基本を理解し、実際に行動するための基礎知識の習得を目指します。また、受講
生自身がグループワークを通じてビジネスプランを作成・発表していただきます。
第１回：イントロダクション（自己紹介とチームビルド）
第２回：ビジネス・ゲーム１：意思決定
第３回：ビジネス・ゲーム２：リスク・テイク
第４回：起業家による講演
第５回：良い課題を見つける
第６回：ビジネス・アイディアの創出
第７回：ビジネス・モデルとビジネス・プラン
第８回：投資家による講演
第９回：仮説構築と検証
第10回：カスタマー・マニア
第11回：ビジネス・プラン中間発表
第12回：プロダクト・マーケット・フィット
第13回：はじめての「スタートアップ」
第14回：グローバル市場への挑戦
第15回：ビジネスプラン発表会
━
グループを編成して実際にビジネスプランを作成するため、授業外に自主的にグループワークをすることが
望まれます。
━
テキスト：使用しない（随時資料を配付）
参考書：
朝倉祐介（2018）．『ファイナンス思考－日本企業を蝕む病と、再生の戦略論』ダイヤモンド社.
磯崎哲也（2010）．『起業のファイナンス』日本実業出版社.
ウィリアム・バイグレイブ、アンドリュー・ザカラキス／高橋徳行・田代泰久・鈴木正明訳（2011）．『アン
トレプレナーシップ』日経 BP社.
スティーブン・G・ブランク／堤孝志・渡邊哲訳（2016）．『アントレプレナーの教科書』翔泳社.
長谷川 博和（2018）．『ベンチャー経営論』東洋経済新報社.
Neck,H.M.,Neck,C.P.，& Murray,E.L.（2024）.Entrepreneurship:Thepracticeandmindset.Sage
publications.
その他、必要に応じて随時紹介します。
━
出席および講義での発言や貢献度（30％）、レポート（30％）、グループワーク・ビジネスプランのデザイン
（40％）
━
・オフィスアワーは、原則として毎週木曜日16時20分～17時50分とします。これ以外の時間帯で担当教員に
会いたい場合は、事前にメールでアポイントメントを取ってください。メールアドレスについては、初回
授業時にお伝えします。
・質問・連絡等がある場合は、メールで連絡してください。
━
・授業やグループワークにおいては主体的に関わっていくことを求めます。
・一部、学外の講師を招くため、シラバスの順番通りに授業が行われない可能性があります。詳細は講義の
際に連絡します。
・教室の都合上、受講者の人数制限をする場合があります。詳しくは、初回の授業でお伝えします。
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